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Ⅱ 調査の結果

Q1. 事業所(施設)名

※記述回答

Q2. 事業所（施設）の介護保険サービス種類（1つを選択）

介護保険サービス種類でみると、「訪問介護」の割合が20.0％で最も高くなっている。次いで「居宅介護支

援事業所」（16.7％）、「通所介護」（15.8％）などが続いている。

サービス種別でみると、「訪問系・通所系サービス」の割合が65.0％で約2/3となっている。「施設・居住系

サービス」は17.6％、「居宅介護支援事業所」は16.7％となっている。

＜介護保険サービス種類＞

介護保険サービス種類

回答数
構成比
（n=431）

サービス種別

回答数
構成比
（n=431）

訪問介護 86 20.0%

訪問入浴介護 2 0.5%

訪問看護 38 8.8%

訪問リハビリテーション 14 3.2%

通所介護 68 15.8%

通所リハビリテーション 17 3.9%

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 4 0.9%

夜間対応型訪問介護 0 0.0%

地域密着型通所介護 31 7.2%

認知症対応型通所介護 4 0.9%

小規模多機能型居宅介護 12 2.8%

看護小規模多機能型居宅介護 4 0.9%

短期入所生活介護 6 1.4%

特定施設入居者生活介護 14 3.2%

認知症対応型共同生活介護（グループホーム） 35 8.1%

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 1 0.2%

介護老人福祉施設 11 2.6%

介護老人保健施設 7 1.6%

介護療養型医療施設 0 0.0%

介護医療院 2 0.5%

居宅介護支援事業所 72 16.7% 居宅介護支援事業所 72 16.7%

無回答 3 0.7% 無回答 3 0.7%

合計 431 100.0% 合計 431 100.0%

76

65.0%

17.6%施設・居住系サービス

訪問系・通所系サービス 280

回答数・構成比 回答数・構成比
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Q3. 事業所（施設）の所在地（地域自治区）（1つを選択）

22地域自治区の429事業所（「無回答：2事業所」を除く）から回答があった。（1地域自治区平均約20事業

所：4.7％）

＜22地域自治区＞

7.7%

2.8%

3.5%

5.4%

3.0%

7.0%

3.0%

7.9%

0.0%

1.2%

1.2%

8.6%

7.7%

4.4%

0.7%

7.2%

7.5%

1.6%

6.5%

2.1%

2.8%

8.2%

0% 5% 10%

中央東

中央西

小戸

大宮

東大宮

大淀

大塚

檍

大塚台

生目台

小松台

赤江

本郷

木花

青島

住吉

生目

北

佐土原

田野

高岡

清武

構成比

(n=429)

平均（4.7％）

※無回答（2 事業所）を除く
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Q4. 担当している利用者が最も多い地域自治区（1つを選択）

居宅介護支援事業所では、「佐土原」の割合（13.9％）が最も高く、次いで「赤江」（11.1％）、「清武」

（9.7％）などが続いている。

＜居宅介護支援事業所＞

Q5. 事業所（施設）の定員数（1つを選択）

施設・居住系サービスでは、「10人未満」の割合（36.8％）が最も高くなっている。次いで「10人以上20人未

満」（14.5％）、「20人以上30人未満」と「60人以上70人未満」（それぞれ10.5％）などが続いている。「20人未

満」が半数（51.3％）となっている。

＜施設・居住系サービス＞

6.9%

1.4%

4.2%

2.8%

4.2%

4.2%

1.4%

8.3%

0.0%

1.4%

1.4%

11.1%

1.4%

4.2%

0.0%

4.2%

4.2%

1.4%

13.9%

5.6%

6.9%

9.7%

1.4%

0% 20%

中央東

中央西

小戸

大宮

東大宮

大淀

大塚

檍

大塚台

生目台

小松台

赤江

本郷

木花

青島

住吉

生目

北

佐土原

田野

高岡

清武

無回答

構成比

(n=72)

36.8%

14.5%

10.5%

1.3%

2.6%

9.2%

10.5%

2.6%

7.9%

2.6%

1.3%

0% 20% 40%

10人未満

10人以上20人未満

20人以上30人未満

30人以上40人未満

40人以上50人未満

50人以上60人未満

60人以上70人未満

70人以上80人未満

80人以上90人未満

90人以上100人未満

100人以上

構成比

(n=76)
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Q6. 事業所（施設）の利用率（1つを選択）

施設・居住系サービスでは、事業所（施設）の利用率が「91～100％」の割合が約7割（69.7％）となってい

る。

＜施設・居住系サービス＞

＜参考：介護サービス種類別＞

※１ 令和4年7月1日～令和4年12月31日の期間

※２ 該当期間の各月末時点の利用者数が定員数に対し何％か計算し、６月間の平均で回答

※３ 開設後６月間満たない場合は、それぞれの平均で回答

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

2.6%

1.3%

0.0%

5.3%

1.3%

19.7%

51.3%

18.4%

0% 20% 40% 60%

0%

1～10％

11～20％

21～30％

31～40％

41～50％

51～60％

61～70％

71～80％

81～90％

91～99％

100%

構成比

(n=76)

69.7%

短期入所生
活介護
(n=6)

特定施設入
居者生活介
護
(n=14)

認知症対応
型共同生活
介護（グ
ループホー
ム）
(n=35)

地域密着型
介護老人福
祉施設入所
者生活介護
(n=1)

介護老人福
祉施設
(n=11)

介護老人保
健施設
(n=7)

介護医療院
(n=2)

0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1～10％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

11～20％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

21～30％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

31～40％ 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

41～50％ 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

51～60％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

61～70％ 16.7% 7.1% 0.0% 0.0% 9.1% 14.3% 0.0%

71～80％ 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

81～90％ 16.7% 14.3% 11.4% 0.0% 9.1% 71.4% 100.0%

91～99％ 0.0% 64.3% 54.3% 100.0% 81.8% 14.3% 0.0%

100% 0.0% 14.3% 34.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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Q7. 定員数（サービス供給量）に対して、利用希望者（需要量）はどれくらいありますか。

（1つを選択）

施設・居住系サービスでは、「均衡」の割合は30.3％となっている。一方、「上回る」（「需要が供給を大きく

上回る」と「需要が供給をやや上回る」の計）は40.8％、「下回る」（「需要が供給をやや下回る」と「需要が供

給を大きく下回る」の計）は23.7％となっている。

＜施設・居住系サービス＞

＜参考：介護サービス種類別＞

5.3%

35.5%

30.3%

22.4%

1.3%

3.9%

1.3%

0% 20% 40%

需要が供給を大きく上回る

需要が供給をやや上回る

均衡

需要が供給をやや下回る

需要が供給を大きく下回る

分からない

無回答

構成比

(n=76)

40.8%

23.7%

短期入所生
活介護
(n=6)

特定施設入
居者生活介
護
(n=14)

認知症対応
型共同生活
介護（グ
ループホー
ム）
(n=35)

地域密着型
介護老人福
祉施設入所
者生活介護
(n=1)

介護老人福
祉施設
(n=11)

介護老人保
健施設
(n=7)

介護医療院
(n=2)

需要が供給を大きく
上回る

0.0% 14.3% 5.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

需要が供給をやや上
回る

16.7% 42.9% 40.0% 0.0% 45.5% 14.3% 0.0%

均衡 50.0% 21.4% 42.9% 0.0% 9.1% 0.0% 50.0%

需要が供給をやや下
回る

33.3% 7.1% 8.6% 100.0% 45.5% 71.4% 0.0%

需要が供給を大きく
下回る

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0%

分からない 0.0% 14.3% 2.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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Q8. 利用待機者数は令和5年4月1日時点で何名いるか把握していますか。（1つを選択）

施設・居住系サービスでは、「把握している」の割合は78.9％となっており、「把握していない」（19.7％）を

大きく上回っている。

＜施設・居住系サービス＞

＜参考：介護サービス種類別＞

78.9%

19.7%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

把握している

把握していない

無回答

構成比

(n=76)

(60事業所)

短期入所生
活介護
(n=6)

特定施設入
居者生活介
護
(n=14)

認知症対応
型共同生活
介護（グ
ループホー
ム）
(n=35)

地域密着型
介護老人福
祉施設入所
者生活介護
(n=1)

介護老人福
祉施設
(n=11)

介護老人保
健施設
(n=7)

介護医療院
(n=2)

把握している 50.0% 85.7% 77.1% 100.0% 90.9% 71.4% 100.0%

把握していない 33.3% 14.3% 22.9% 0.0% 9.1% 28.6% 0.0%

無回答 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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○待機者の人数（把握していると回答した事業所）

「10人未満」の割合が56.7％で最も高くなっている。

＜利用待機者を把握している事業所＞

＜参考：介護サービス種類別＞

11.7%

56.7%

8.3%

5.0%

1.7%

3.3%

13.3%

0% 20% 40% 60%

0人

10人未満

10人以上20人未満

20人以上30人未満

80人以上90人未満

100人以上

無回答

構成比

(n=60)

短期入所生
活介護
(n=3)

特定施設入
居者生活介
護
(n=12)

認知症対応
型共同生活
介護（グ
ループホー
ム）
(n=27)

地域密着型
介護老人福
祉施設入所
者生活介護
(n=1)

介護老人福
祉施設
(n=10)

介護老人保
健施設
(n=5)

介護医療院
(n=2)

0人 100.0% 0.0% 7.4% 0.0% 10.0% 20.0% 0.0%

10人未満 0.0% 66.7% 70.4% 0.0% 10.0% 80.0% 100.0%

10人以上20人未満 0.0% 8.3% 7.4% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0%

20人以上30人未満 0.0% 0.0% 3.7% 100.0% 10.0% 0.0% 0.0%

80人以上90人未満 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0%

100人以上 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0%

無回答 0.0% 25.0% 11.1% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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Q9. Q8で「1 把握している」と回答された場合。

そのうち、本人または家族の居宅で待機されている人数を把握していますか。（1つを選択）

「把握している」の割合は81.7％となっており、「把握していない」（16.7％）を大きく上回っている。

＜居宅で待機している人数を把握している事業所＞

＜参考：介護サービス種類別＞

○待機者の人数（把握していると回答した事業所）

「10人未満」の割合が63.3％で最も高くなっている。

＜居宅で待機している人数を把握している事業所＞

81.7%

16.7%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

把握している

把握していない

無回答

構成比

(n=60)

(49事業所)

12.2%

63.3%

2.0%

6.1%

16.3%

0% 20% 40% 60% 80%

0人

10人未満

10人以上20人未満

20人以上30人未満

無回答

構成比

(n=49)

短期入所生
活介護
(n=3)

特定施設入
居者生活介
護
(n=12)

認知症対応
型共同生活
介護（グ
ループホー
ム）
(n=27)

地域密着型
介護老人福
祉施設入所
者生活介護
(n=1)

介護老人福
祉施設
(n=10)

介護老人保
健施設
(n=5)

介護医療院
(n=2)

把握している 66.7% 83.3% 81.5% 100.0% 90.0% 80.0% 50.0%

把握していない 33.3% 16.7% 14.8% 0.0% 10.0% 20.0% 50.0%

無回答 0.0% 0.0% 3.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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＜参考：介護サービス種類別＞

短期入所生
活介護
(n=2)

特定施設入
居者生活介
護
(n=10)

認知症対応
型共同生活
介護（グ
ループホー
ム）
(n=22)

地域密着型
介護老人福
祉施設入所
者生活介護
(n=1)

介護老人福
祉施設
(n=9)

介護老人保
健施設
(n=4)

介護医療院
(n=1)

0人 100.0% 0.0% 4.5% 0.0% 11.1% 25.0% 100.0%

10人未満 0.0% 60.0% 77.3% 100.0% 44.4% 75.0% 0.0%

10人以上20人未満 0.0% 0.0% 4.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

20人以上30人未満 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 22.2% 0.0% 0.0%

80人以上90人未満 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

100人以上 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 0.0% 30.0% 13.6% 0.0% 22.2% 0.0% 0.0%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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Q10. 今後、事業を継続するためには利用率はどれほど必要と考えますか。（1つを選択）

施設・居住系サービスでは、「91～100％」の割合が約９割（90.8％）となっている。

＜施設・居住系サービス＞

＜参考：介護サービス種類別＞

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

2.6%

5.3%

1.3%

52.6%

38.2%

0% 20% 40% 60%

0%

1～10％

11～20％

21～30％

31～40％

41～50％

51～60％

61～70％

71～80％

81～90％

91～99％

100%

構成比

(n=76)

90.8%

短期入所生
活介護
(n=6)

特定施設入
居者生活介
護
(n=14)

認知症対応
型共同生活
介護（グ
ループホー
ム）
(n=35)

地域密着型
介護老人福
祉施設入所
者生活介護
(n=1)

介護老人福
祉施設
(n=11)

介護老人保
健施設
(n=7)

介護医療院
(n=2)

0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1～10％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

11～20％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

21～30％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

31～40％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

41～50％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

51～60％ 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

61～70％ 16.7% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

71～80％ 50.0% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

81～90％ 0.0% 0.0% 2.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

91～99％ 0.0% 50.0% 45.7% 100.0% 63.6% 100.0% 100.0%

100% 33.3% 35.7% 51.4% 0.0% 36.4% 0.0% 0.0%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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Q11. 整備が必要と感じるサービスと、地域（地域自治区）及びその理由をご記入ください。

（複数選択可）

全体では、「特になし」の割合が52.9％で約半数となっている。

整備が必要と感じるサービスは全ての項目が10％以下となっている。その中で10％に近い（7.0％以上）

サービスは、「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」（8.1％）、「認知症対応型共同生活介護（グループホ

ーム）」（7.2％）、「短期入所生活介護」（7.0％）となっている。

＜全体＞

＜参考：介護サービス種類別＞

2.3%

3.5%

4.9%

7.0%

2.3%

7.2%

8.1%

3.0%

6.7%

4.4%

5.3%

0.5%

5.6%

52.9%

2.3%

0% 20% 40% 60%

介護老人福祉施設

介護老人保健施設

介護医療院

短期入所生活介護

特定施設入居者生活介護

認知症対応型共同生活介護（グループホーム）

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

認知症対応型通所介護

看護小規模多機能型居宅介護

小規模多機能型居宅介護

夜間対応型訪問介護

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護

住宅型有料老人ホーム

特になし

その他

構成比

(n=431)

訪問
介護
(n=86)

訪問
入浴
介護
(n=2)

訪問
看護
(n=38)

訪問リ
ハビリ
テー
ション
(n=14)

通所
介護
(n=68)

通所リ
ハビリ
テー
ション
(n=17)

定期
巡回・
随時
対応
型訪
問介
護看
護
(n=4)

夜間
対応
型訪
問介
護
(n=0)

地域
密着
型通
所介
護
(n=31)

認知
症対
応型
通所
介護
(n=4)

小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=12)

看護
小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=4)

短期
入所
生活
介護
(n=6)

特定
施設
入居
者生
活介
護
(n=14)

認知
症対
応型
共同
生活
介護
（グ
ループ
ホー
ム）
(n=35)

地域
密着
型介
護老
人福
祉施
設入
所者
生活
介護
(n=1)

介護
老人
福祉
施設
(n=11)

介護
老人
保健
施設
(n=7)

介護
療養
型医
療施
設
(n=0)

介護
医療
院
(n=2)

居宅
介護
支援
事業
所
(n=72)

介護老人福祉施設 4.7% 0.0% 2.6% 0.0% 1.5% 0.0% 0.0% - 3.2% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% - 0.0% 0.0%

介護老人保健施設 2.3% 0.0% 0.0% 0.0% 1.5% 0.0% 0.0% - 3.2% 0.0% 0.0% 25.0% 16.7% 0.0% 2.9% 0.0% 9.1% 14.3% - 0.0% 8.3%

介護医療院 2.3% 0.0% 7.9% 14.3% 2.9% 0.0% 0.0% - 6.5% 0.0% 8.3% 25.0% 0.0% 0.0% 2.9% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 9.7%

短期入所生活介護 2.3% 0.0% 5.3% 0.0% 5.9% 5.9% 0.0% - 6.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% - 0.0% 25.0%

特定施設入居者生活介護 2.3% 0.0% 2.6% 7.1% 1.5% 0.0% 0.0% - 3.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 0.0%

認知症対応型共同生活介護（グループホーム） 7.0% 0.0% 13.2% 7.1% 2.9% 5.9% 0.0% - 3.2% 25.0% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 17.1% 0.0% 0.0% 28.6% - 0.0% 6.9%

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 3.5% 0.0% 10.5% 0.0% 5.9% 11.8% 25.0% - 6.5% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% - 50.0% 20.8%

認知症対応型通所介護 1.2% 0.0% 2.6% 0.0% 2.9% 17.6% 0.0% - 3.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% - 50.0% 4.2%

看護小規模多機能型居宅介護 3.5% 0.0% 18.4% 7.1% 0.0% 5.9% 0.0% - 3.2% 0.0% 8.3% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% - 0.0% 16.7%

小規模多機能型居宅介護 4.7% 50.0% 10.5% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% - 3.2% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.9% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 4.2%

夜間対応型訪問介護 3.5% 0.0% 13.2% 7.1% 1.5% 11.8% 0.0% - 3.2% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 50.0% 11.1%

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 1.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 3.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 0.0%

住宅型有料老人ホーム 7.0% 50.0% 5.3% 0.0% 7.4% 5.9% 0.0% - 3.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.9% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 9.7%

特になし 57.0% 50.0% 47.4% 64.3% 57.4% 52.9% 50.0% - 64.5% 75.0% 50.0% 25.0% 50.0% 78.6% 57.1% 100.0% 63.6% 57.1% - 50.0% 31.9%

その他 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.9% 0.0% 0.0% - 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.6% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 6.9%
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○地域自治区別の整備が必要と感じるサービス

（単位：回答数）

介護老
人福祉
施設

介護老
人保健
施設

介護医
療院

短期入
所生活
介護

特定施
設入居
者生活
介護

認知症
対応型
共同生
活介護
（グルー
プホー
ム）

定期巡
回・随
時対応
型訪問
介護看
護

認知症
対応型
通所介
護

看護小
規模多
機能型
居宅介
護

小規模
多機能
型居宅
介護

夜間対
応型訪
問介護

地域密
着型介
護老人
福祉施
設入所
者生活
介護

住宅型
有料老
人ホー
ム

その他 計

中央東 1 1 5 2 1 1 1 2 1 1 16

中央西 1 1 1 1 1 1 6

小戸 1 1 1 3 2 1 1 10

大宮 1 1 1 1 1 1 6

東大宮 1 1 2

大淀 1 1 1 1 2 1 7

大塚 1 1 2 1 2 2 2 1 12

檍 1 4 1 1 1 8

大塚台 1 1

生目台 1 1 2 2 1 1 8

小松台 1 1 2

赤江 1 2 1 2 2 2 2 2 2 1 17

本郷 2 1 2 1 1 7

木花 4 6 3 1 1 15

青島 3 2 2 1 1 9

住吉 1 1 1 1 4

生目 1 2 2 1 3 3 2 1 1 16

北 0

佐土原 2 1 3 5 2 2 2 17

田野 1 4 3 4 4 1 1 2 1 21

高岡 1 2 1 2 3 1 1 11

清武 2 4 4 4 1 2 1 1 19

市全域 1 2 3 5 1 2 10 6 6 5 1 42

計 7 12 15 43 4 30 47 12 24 14 27 0 13 8 256

地域自治区

整備が必要と

感じるサービス
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Q12. 貴事業所の今後3年間の方向性はどのように考えられていますか。（1つを選択）

全体では、「現状維持」の割合が69.1％で約7割となっている。一方、「規模拡大」（11.8％）は「規模縮小」

（4.4％）をやや（7.4％）上回っている。

＜全体＞

＜参考：介護サービス種類別＞

Q13. 将来的に展開する予定の事業はありますか。（複数選択可）

全体では、「該当なし」がほとんど（87.5％）となっている。

＜全体＞

11.8%

69.1%

4.4%

14.2%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80%

規模拡大

現状維持

規模縮小

未定

無回答

構成比

(n=431)

2.3%

2.1%

1.9%

1.6%

87.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認知症対応型共同生活介護（グループホーム）

看護小規模多機能型居宅介護

小規模多機能型居宅介護

定期巡回・随時対応型訪問介護看護

該当なし

構成比

(n=431)

訪問
介護
(n=86)

訪問
入浴
介護
(n=2)

訪問
看護
(n=38)

訪問リ
ハビリ
テー
ション
(n=14)

通所
介護
(n=68)

通所リ
ハビリ
テー
ション
(n=17)

定期
巡回・
随時
対応
型訪
問介
護看
護
(n=4)

夜間
対応
型訪
問介
護
(n=0)

地域
密着
型通
所介
護
(n=31)

認知
症対
応型
通所
介護
(n=4)

小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=12)

看護
小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=4)

短期
入所
生活
介護
(n=6)

特定
施設
入居
者生
活介
護
(n=14)

認知
症対
応型
共同
生活
介護
（グ
ループ
ホー
ム）
(n=35)

地域
密着
型介
護老
人福
祉施
設入
所者
生活
介護
(n=1)

介護
老人
福祉
施設
(n=11)

介護
老人
保健
施設
(n=7)

介護
療養
型医
療施
設
(n=0)

介護
医療
院
(n=2)

居宅
介護
支援
事業
所
(n=72)

規模拡大 12.8% 100.0% 26.3% 14.3% 4.4% 5.9% 50.0% - 9.7% 0.0% 8.3% 50.0% 0.0% 7.1% 2.9% 0.0% 9.1% 0.0% - 0.0% 15.3%

現状維持 67.4% 0.0% 55.3% 85.7% 76.5% 76.5% 25.0% - 77.4% 50.0% 66.7% 25.0% 100.0% 78.6% 91.4% 100.0% 81.8% 85.7% - 50.0% 54.2%

規模縮小 3.5% 0.0% 0.0% 0.0% 7.4% 5.9% 0.0% - 0.0% 25.0% 8.3% 25.0% 0.0% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 50.0% 5.6%

未定 15.1% 0.0% 18.4% 0.0% 11.8% 11.8% 25.0% - 12.9% 25.0% 16.7% 0.0% 0.0% 7.1% 5.7% 0.0% 9.1% 14.3% - 0.0% 25.0%

無回答 1.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 0.0%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% - 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% - 100.0% 100.0%
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Q14. 事業展開にあたっての課題はありますか。（1つを選択）

全体では、「課題がある」の割合（51.0％）が半数となっており、「課題はない」（39.2％）をやや（11.8％）上

回っている。

＜全体＞

Q15. 貴事業所において、介護保険サービスを運営する上での問題点は次のうちどれですか。

（複数選択可）

全体では、「人材の確保が難しい」の割合（78.4％）が最も高くなっている。次いで「今の報酬では人材の

確保・定着のために十分な賃金が支払えない」（51.7％）、「介護保険サービス提供に関する書類作成が煩

雑で時間が不足している」（44.1％）、「介護従業者の育成が難しい」（34.1％）などが続いている。

＜全体＞

51.0%

39.2%

9.7%

0% 20% 40% 60%

課題がある

課題はない

無回答
構成比

(n=431)

78.4%

51.7%

44.1%

34.1%

29.7%

21.6%

19.3%

13.7%

9.0%

4.2%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人材の確保が難しい

今の報酬では人材の確保・定着のために十分な賃金が支払えない

介護保険サービス提供に関する書類作成が煩雑で時間が不足している

介護従業者の育成が難しい

経営が厳しく労働条件の改善や新規職員の獲得が難しい

新規利用者の確保が難しい

利用者や利用者の家族の介護サービスに対する理解が不足している

介護従業者間のコミュニケーションが不足している

介護保険制度について理解する機会が少ない

特になし

その他

構成比

(n=431)
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Q16. ＩＣＴや介護ロボットの活用について、どのようなことに取り組んでいますか。

（複数選択可）

全体では、「介護ソフトの導入」の割合（60.6％）が最も高くなっている。次いで「リモート会議の活用」

（36.7％）、「経理ソフトの活用」（24.8％）などが続いている。

また、「取り組んでいない」（17.9％）は約2割となっている。

＜全体＞

＜参考：介護サービス種類別＞

60.6%

36.7%

24.8%

9.3%

17.9%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80%

介護ソフトの導入

リモート会議の活用

経理ソフトの導入

介護ロボットの導入

取り組んでいない

その他

構成比

(n=431)

訪問
介護
(n=86)

訪問
入浴
介護
(n=2)

訪問
看護
(n=38)

訪問リ
ハビリ
テー
ション
(n=14)

通所
介護
(n=68)

通所リ
ハビリ
テー
ション
(n=17)

定期
巡回・
随時
対応
型訪
問介
護看
護
(n=4)

夜間
対応
型訪
問介
護
(n=0)

地域
密着
型通
所介
護
(n=31)

認知
症対
応型
通所
介護
(n=4)

小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=12)

看護
小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=4)

短期
入所
生活
介護
(n=6)

特定
施設
入居
者生
活介
護
(n=14)

認知
症対
応型
共同
生活
介護
（グ
ループ
ホー
ム）
(n=35)

地域
密着
型介
護老
人福
祉施
設入
所者
生活
介護
(n=1)

介護
老人
福祉
施設
(n=11)

介護
老人
保健
施設
(n=7)

介護
療養
型医
療施
設
(n=0)

介護
医療
院
(n=2)

居宅
介護
支援
事業
所
(n=72)

介護ソフトの導入 55.8% 100.0% 55.3% 42.9% 64.7% 58.8% 75.0% - 67.7% 75.0% 25.0% 100.0% 50.0% 71.4% 40.0% 100.0% 72.7% 71.4% - 100.0% 73.6%

リモート会議の活用 29.1% 50.0% 47.4% 14.3% 30.9% 41.2% 50.0% - 29.0% 25.0% 58.3% 0.0% 33.3% 42.9% 48.6% 0.0% 45.5% 42.9% - 50.0% 40.3%

経理ソフトの導入 29.1% 0.0% 31.6% 0.0% 30.9% 11.8% 50.0% - 25.8% 0.0% 33.3% 50.0% 50.0% 57.1% 22.9% 0.0% 72.7% 0.0% - 0.0% 5.6%

介護ロボットの導入 5.8% 0.0% 0.0% 0.0% 4.4% 11.8% 0.0% - 6.5% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 42.9% 11.4% 100.0% 54.5% 71.4% - 0.0% 4.2%

取り組んでいない 22.1% 0.0% 10.5% 50.0% 17.6% 11.8% 25.0% - 22.6% 25.0% 25.0% 0.0% 16.7% 0.0% 20.0% 0.0% 9.1% 14.3% - 0.0% 15.3%

その他 2.3% 0.0% 5.3% 0.0% 1.5% 5.9% 0.0% - 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% - 0.0% 4.2%
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Q17. ＩＣＴや介護ロボット活用の導入時期はいつですか。（1つを選択）

全体では、「予定しない」の割合（56.6％）が最も高くなっているが、導入時期の割合は「１年以内」が

16.2％で最も高く、次いで「３年以内」は14.4％、「２年以内」は4.9％の順となっている。

＜全体＞

Q18. ＩＣＴや介護ロボットの活用について、課題や要望等がありますか。（複数選択可）

全体では、「導入・維持管理のための補助金が必要」の割合（55.9％）が最も高くなっている。次いで、「導

入費用を確保できない」（48.5％）、「維持管理費用が確保できない」（33.6％）などが続いている。

＜全体＞

14.4%

4.9%

16.2%

56.6%

7.9%

0% 20% 40% 60%

３年以内

２年以内

１年以内

予定していない

無回答

構成比

(n=431)

55.9%

48.5%

33.6%

28.3%

24.4%

20.2%

5.1%

0% 20% 40% 60%

導入・維持管理のための補助金が必要

導入費用を確保できない

維持管理費用が確保できない

利活用できる人材を確保できない

利活用のための研修会を開催してほしい

セキュリティの確保に不安がある

その他

構成比

(n=431)
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Q19. インターネット等を利用して介護保険の手続きが行えるようになったら、行いますか。

（1つを選択）

全体では、「行いたい」の割合（74.5％）が最も高くなっている。

＜全体＞

Q20. 1ヶ月の利用者に占める有料老人ホーム入居者の割合を答えてください。（1つを選択）

訪問系・通所系サービスでは、「0％」の割合が16.4％で最も高く、次いで「100％」（15.7％）、「1～10％」

（13.6％）などが続いている。

＜訪問系・通所系サービス＞

74.5%

8.4%

7.7%

2.8%

2.6%

3.0%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80%

行いたい

利用可能なスキルをもった職員がいないため難しい

手続きの機会はない

行わない

セキュリティ上、インターネットを利用した情報の送信ができない

その他

無回答

構成比

(n=431)

16.4%

13.6%

3.9%

1.8%

1.8%

1.4%

2.1%

2.9%

6.4%

7.5%

7.5%

15.7%

6.8%

12.1%

0% 20%

0%

1～10％

11～20％

21～30％

31～40％

41～50％

51～60％

61～70％

71～80％

81～90％

91～99％

100%

分からない

無回答

構成比

(n=280)
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＜参考：介護サービス種類別＞

Q21. 直近１年間の入所（入居）前の居所について、把握している居所を教えてください。

（複数選択可）

また、居所を把握している場合は、居所ごとの人数も教えてください。

※対象期間：令和４年２月１日から令和５年１月３１日

施設・居住系サービスでは、「居宅（家族と同居）」と「病院・診療所」の割合（それぞれ57.9％）が最も高く、

次いで「居宅（一人暮らし）」（46.1％）、「有料老人ホーム」（30.3％）などが続いている。このほかはほとんど

が「施設・居住系サービス」となっている。

＜施設・居住系サービス＞

57.9%

57.9%

46.1%

30.3%

26.3%

10.5%

3.9%

3.9%

1.3%

0.0%

13.2%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80%

居宅（家族と同居）

病院・診療所

居宅（一人暮らし）

有料老人ホーム

介護老人保健施設

グループホーム

特別養護老人ホーム

ケアハウス

介護療養型医療施設・介護医療院

養護老人ホーム

その他

事業が該当しない

構成比

(n=76)

訪問
介護
(n=86)

訪問
入浴
介護
(n=2)

訪問
看護
(n=38)

訪問リ
ハビリ
テー
ション
(n=14)

通所
介護
(n=68)

通所リ
ハビリ
テー
ション
(n=17)

定期
巡回・
随時
対応
型訪
問介
護看
護
(n=4)

夜間
対応
型訪
問介
護
(n=0)

地域
密着
型通
所介
護
(n=31)

認知
症対
応型
通所
介護
(n=4)

小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=12)

看護
小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=4)

0% 36.0% 0.0% 2.6% 0.0% 8.8% 0.0% 0.0% - 12.9% 0.0% 8.3% 25.0%

1～10％ 12.8% 0.0% 0.0% 0.0% 13.2% 0.0% 0.0% - 0.0% 25.0% 0.0% 0.0%

11～20％ 10.5% 0.0% 2.6% 0.0% 10.3% 0.0% 25.0% - 6.5% 0.0% 8.3% 0.0%

21～30％ 8.1% 0.0% 2.6% 0.0% 10.3% 0.0% 0.0% - 3.2% 0.0% 8.3% 25.0%

31～40％ 2.3% 0.0% 0.0% 0.0% 5.9% 0.0% 0.0% - 6.5% 0.0% 0.0% 0.0%

41～50％ 1.2% 0.0% 5.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 9.7% 0.0% 0.0% 0.0%

51～60％ 0.0% 0.0% 2.6% 0.0% 1.5% 5.9% 0.0% - 0.0% 0.0% 0.0% 25.0%

61～70％ 1.2% 0.0% 2.6% 7.1% 2.9% 0.0% 0.0% - 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

71～80％ 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 4.4% 0.0% 0.0% - 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

81～90％ 2.3% 0.0% 13.2% 0.0% 2.9% 5.9% 0.0% - 3.2% 0.0% 0.0% 0.0%

91～99％ 2.3% 50.0% 23.7% 14.3% 14.7% 41.2% 0.0% - 16.1% 0.0% 16.7% 0.0%

100% 10.5% 0.0% 10.5% 14.3% 16.2% 29.4% 0.0% - 29.0% 0.0% 41.7% 25.0%

分からない 3.5% 0.0% 10.5% 7.1% 2.9% 17.6% 50.0% - 6.5% 25.0% 8.3% 0.0%

無回答 9.3% 50.0% 23.7% 42.9% 5.9% 0.0% 25.0% - 6.5% 50.0% 8.3% 0.0%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% - 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%
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Q22. 直近１年間の退所（退居）後の居所等について、把握している居所を教えてください。

（複数選択可）

また、居所を把握している場合は、居所ごとの人数も教えてください。

※対象期間：令和４年２月１日から令和５年１月３１日

施設・居住系サービスでは、「死亡」（61.8％）の割合が最も高くなっている。居所の第1位は「病院・診療所」

（38.2％）となっており、次いで「有料老人ホーム」（22.4％）、「特別養護老人ホーム」（18.4％）などが続いて

いる。なお、居宅は「家族と同居（15.8％）」と「一人暮らし（3.9％）」を合わせると約2割（19.7％）となっている。

＜施設・居住系サービス＞

38.2%

22.4%

18.4%

15.8%

11.8%

3.9%

3.9%

3.9%

2.6%

2.6%

61.8%

6.6%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80%

病院・診療所

有料老人ホーム

特別養護老人ホーム

居宅（家族と同居）

グループホーム

居宅（一人暮らし）

介護老人保健施設

介護療養型医療施設・介護医療院

養護老人ホーム

ケアハウス

死亡

その他

事業が該当しない

構成比

(n=76)
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Q23. 介護職員処遇改善加算等の届出状況を教えてください。（複数選択可）

届出をしていない場合、その理由を教えてください。

全体では、「介護職員処遇改善加算あり」（68.2％）の割合が最も高くなっている。次いで「介護職員等ベ

ースアップ等支援加算あり」（61.0％）、「介護職員等特定処遇改善加算あり」（50.1％）が続いており、「加算

あり」は半数以上となっている。一方、処遇改善がない事業所が4％程度みられる。

＜全体＞

＜参考：介護サービス種類別＞

68.2%

61.0%

50.1%

4.6%

4.4%

2.6%

22.3%

0% 20% 40% 60% 80%

介護職員処遇改善加算あり

介護職員等ベースアップ等支援加算あり

介護職員等特定処遇改善加算あり

介護職員等特定処遇改善加算なし

介護職員等ベースアップ等支援加算なし

介護職員処遇改善加算なし

事業が該当しない

構成比

(n=431)

訪問
介護
(n=86)

訪問
入浴
介護
(n=2)

訪問
看護
(n=38)

訪問リ
ハビリ
テー
ション
(n=14)

通所
介護
(n=68)

通所リ
ハビリ
テー
ション
(n=17)

定期
巡回・
随時
対応
型訪
問介
護看
護
(n=4)

夜間
対応
型訪
問介
護
(n=0)

地域
密着
型通
所介
護
(n=31)

認知
症対
応型
通所
介護
(n=4)

小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=12)

看護
小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=4)

短期
入所
生活
介護
(n=6)

特定
施設
入居
者生
活介
護
(n=14)

認知
症対
応型
共同
生活
介護
（グ
ループ
ホー
ム）
(n=35)

地域
密着
型介
護老
人福
祉施
設入
所者
生活
介護
(n=1)

介護
老人
福祉
施設
(n=11)

介護
老人
保健
施設
(n=7)

介護
療養
型医
療施
設
(n=0)

介護
医療
院
(n=2)

居宅
介護
支援
事業
所
(n=72)

介護職員処遇改善加
算あり

93.0% 100.0% 0.0% 14.3% 97.1% 82.4% 100.0% - 87.1% 100.0% 100.0% 100.0% 83.3% 92.9% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% - 100.0% 5.6%

介護職員等ベースアッ
プ等支援加算あり

82.6% 100.0% 0.0% 7.1% 88.2% 64.7% 100.0% - 74.2% 100.0% 100.0% 75.0% 83.3% 78.6% 94.3% 100.0% 100.0% 100.0% - 0.0% 4.2%

介護職員等特定処遇
改善加算あり

69.8% 50.0% 0.0% 7.1% 72.1% 52.9% 100.0% - 67.7% 25.0% 66.7% 75.0% 66.7% 64.3% 82.9% 100.0% 63.6% 85.7% - 0.0% 2.8%

介護職員等特定処遇
改善加算なし

4.7% 0.0% 0.0% 0.0% 4.4% 11.8% 0.0% - 9.7% 25.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 5.7% 0.0% 9.1% 14.3% - 50.0% 1.4%

介護職員等ベースアッ
プ等支援加算なし

7.0% 0.0% 2.6% 0.0% 2.9% 17.6% 0.0% - 9.7% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% - 50.0% 1.4%

介護職員処遇改善加
算なし

4.7% 0.0% 0.0% 0.0% 1.5% 5.9% 0.0% - 12.9% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 0.0%

事業が該当しない 1.2% 0.0% 65.8% 71.4% 2.9% 11.8% 0.0% - 0.0% 25.0% 8.3% 0.0% 16.7% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 28.6% - 0.0% 66.7%
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Q24. ケアプランに地域資源などのインフォーマルサービスを組み入れていますか。（1つを選択）

居宅介護支援事業所では、「組み入れている」の割合（86.1％）が「組み入れていない」（8.3％）を大きく上

回っている。

＜居宅介護支援事業所＞

Q25. 地域の中で生活を続けていくために、どのようなインフォーマルサービスや地域の支援が必

要と思いますか。（複数選択可）

居宅介護支援事業所では、「安否確認」の割合（81.9％）が最も高くなっている。次いで「ゴミ出し」

（77.8％）、「見守り支援」（73.6％）、「買い物代行」（70.8％）などが続いている。

＜居宅介護支援事業所＞

86.1%

8.3%

5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

組み入れている

組み入れていない

事業が該当しない
構成比

(n=72)

81.9%

77.8%

73.6%

70.8%

56.9%

40.3%

1.4%

9.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安否確認

ごみ出し

見守り支援

買物代行

話し相手

電球交換

事業が該当しない

その他

構成比

(n=72)
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Q26. 業務継続計画（BCP）の策定等について、令和6年4月1日から義務化されますが、貴事業所

のBCP策定状況を教えてください。（1つを選択）

全体では、「策定済み」の割合が18.3％となっており、「策定中」（61.7％）を合わせると策定に取り組んで

いるのは80.0％となっている。一方、「策定していない」は18.6％となっている。

＜全体＞

＜参考：介護サービス種類別＞

18.3%

61.7%

18.6%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80%

策定済み

策定中

策定していない

無回答

構成比

(n=431)

訪問
介護
(n=86)

訪問
入浴
介護
(n=2)

訪問
看護
(n=38)

訪問リ
ハビリ
テー
ション
(n=14)

通所
介護
(n=68)

通所リ
ハビリ
テー
ション
(n=17)

定期
巡回・
随時
対応
型訪
問介
護看
護
(n=4)

夜間
対応
型訪
問介
護
(n=0)

地域
密着
型通
所介
護
(n=31)

認知
症対
応型
通所
介護
(n=4)

小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=12)

看護
小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=4)

短期
入所
生活
介護
(n=6)

特定
施設
入居
者生
活介
護
(n=14)

認知
症対
応型
共同
生活
介護
（グ
ループ
ホー
ム）
(n=35)

地域
密着
型介
護老
人福
祉施
設入
所者
生活
介護
(n=1)

介護
老人
福祉
施設
(n=11)

介護
老人
保健
施設
(n=7)

介護
療養
型医
療施
設
(n=0)

介護
医療
院
(n=2)

居宅
介護
支援
事業
所
(n=72)

策定済み 15.1% 0.0% 21.1% 14.3% 22.1% 17.6% 0.0% - 22.6% 25.0% 33.3% 25.0% 16.7% 42.9% 17.1% 0.0% 27.3% 28.6% - 100.0% 6.9%

策定中 58.1% 50.0% 65.8% 71.4% 52.9% 52.9% 75.0% - 51.6% 50.0% 66.7% 75.0% 83.3% 50.0% 68.6% 100.0% 72.7% 71.4% - 0.0% 72.2%

策定していない 25.6% 50.0% 13.2% 14.3% 19.1% 29.4% 25.0% - 25.8% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.1% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 20.8%

無回答 1.2% 0.0% 0.0% 0.0% 5.9% 0.0% 0.0% - 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 0.0%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% - 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% - 100.0% 100.0%
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Q27. 医療と介護の事業者連携、介護事業者間で通常業務の中で利用者情報の共有のため、ア

プリ等のコミュニケーションツールを使用していますか。（1つを選択）

全体では、「使用していない」の割合（71.9％）が「使用している」（27.1％）を大きく上回っている。

＜全体＞

Q28. Q27で「2 使用していない」と回答した場合

医療と介護の事業者連携、介護事業者間で通常業務の中で利用者情報の共有のため、アプリ等

のコミュニケーションツールの必要性を感じますか。（1つを選択）

全体では、「必要性を感じる」の割合は65.2％となっており、「必要性を感じない」（33.5％）を大きく上回っ

ている。

＜全体・アプリを使用していない事業所＞

Q29. Q28で「1 必要性を感じる」と回答された場合。

使用していない理由は何ですか。（複数選択可）

全体では、「どのアプリ・ツールを使用してよいか分からない」の割合（61.9％）が最も高くなっている。

＜全体・アプリを使用していないが必要性を感じる事業所＞

27.1%

71.9%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80%

使用している

使用していない

無回答
構成比

(n=431)

(310事業所)

65.2%

33.5%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80%

必要性を感じる

必要性を感じない

無回答
構成比

(n=310)

(202事業所)

61.9%

46.0%

46.0%

7.9%

0% 20% 40% 60% 80%

どのアプリ・ツールを使用してよいか分からない

タブレット等の機器の不足

業務多忙のため、アプリ・ツール等を検討する時間がない

その他
構成比

(n=202)
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Q30. 要介護状態が重度化しないよう貴事業所で独自に取り組まれていることやサービスに組み

入れていることはありますか。

※「Ⅲ 自由記述」に記載。

Q31. 経営の合理化や人材の確保・育成を目的に、法人同士の合併やグループ化、事業所間の

連携を検討したことがありますか。（1つを選択）

全体では、「検討したことはない」の割合（52.0％）が半数を上回っている。一方、「現在検討を行っている」

（10.9％）は約1割となっている。

＜全体＞

Q32. 近年3年間で、職員の確保について難しくなっていると感じますか。（1つを選択）

全体では、「感じる」（「大いに感じる」と「幾分感じる」の計）の割合（88.6％）が「感じない」（「あまり感じない」

と「ほとんど感じない」の計）の割合（6.7％）を大きく上回っている。

＜全体＞

71.0%

17.6%

5.3%

1.4%

3.5%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80%

大いに感じる

幾分感じる

あまり感じない

ほとんど感じない

分からない

無回答

構成比

(n=431)

88.6%

6.7%

52.0%

19.7%

12.5%

10.9%

3.0%

1.9%

0% 20% 40% 60%

検討したことはない

興味はあるが、検討には至っていない

既に合併やグループ化を行っている

現在検討を行っている

その他

無回答

構成比

(n=431)
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＜参考：介護サービス種類別＞

Q33. 職員の確保が難しいと感じる職種を教えてください。（複数選択可）

全体では、「介護職員（介護福祉士資格あり）」の割合が70.8％で最も高くなっている。次いで「看護職員」

（52.2％）、「介護職員（介護福祉士資格なし）」（42.9％）、「介護支援専門員（ケアマネジャー）」（30.9％）な

どが続いている。

＜全体＞

70.8%

52.2%

42.9%

30.9%

14.2%

12.3%

10.4%

9.5%

7.2%

4.2%

3.5%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80%

介護職員（介護福祉士資格あり）

看護職員

介護職員（介護福祉士資格なし）

介護支援専門員（ケアマネジャー）

生活相談員

サービス提供責任者

訪問看護員

理学療法士（ＰＴ）

作業療法士（ＯＴ）

言語聴覚士（ＳＴ）

分からない

その他

構成比

(n=431)

訪問
介護
(n=86)

訪問
入浴
介護
(n=2)

訪問
看護
(n=38)

訪問リ
ハビリ
テー
ション
(n=14)

通所
介護
(n=68)

通所リ
ハビリ
テー
ション
(n=17)

定期
巡回・
随時
対応
型訪
問介
護看
護
(n=4)

夜間
対応
型訪
問介
護
(n=0)

地域
密着
型通
所介
護
(n=31)

認知
症対
応型
通所
介護
(n=4)

小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=12)

看護
小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=4)

短期
入所
生活
介護
(n=6)

特定
施設
入居
者生
活介
護
(n=14)

認知
症対
応型
共同
生活
介護
（グ
ループ
ホー
ム）
(n=35)

地域
密着
型介
護老
人福
祉施
設入
所者
生活
介護
(n=1)

介護
老人
福祉
施設
(n=11)

介護
老人
保健
施設
(n=7)

介護
療養
型医
療施
設
(n=0)

介護
医療
院
(n=2)

居宅
介護
支援
事業
所
(n=72)

大いに感じる 77.9% 100.0% 55.3% 35.7% 77.9% 82.4% 50.0% - 58.1% 100.0% 75.0% 50.0% 100.0% 92.9% 68.6% 100.0% 100.0% 100.0% - 100.0% 59.7%

幾分感じる 18.6% 0.0% 18.4% 28.6% 14.7% 5.9% 50.0% - 19.4% 0.0% 25.0% 25.0% 0.0% 7.1% 25.7% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 22.2%

あまり感じない 2.3% 0.0% 10.5% 21.4% 5.9% 5.9% 0.0% - 12.9% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 5.7% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 2.8%

ほとんど感じない 0.0% 0.0% 7.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 3.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 2.8%

分からない 0.0% 0.0% 7.9% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% - 6.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 11.1%

無回答 1.2% 0.0% 0.0% 0.0% 1.5% 5.9% 0.0% - 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 1.4%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% - 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% - 100.0% 100.0%
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Q34. 業務に従事する元気高齢者（６０歳以上）の雇用の現状について教えてください。（ボランテ

ィア除く）

○元気高齢者の雇用の有無（1つを選択）

全体では、「元気高齢者を雇用している」の割合は71.9％となっており、「雇用していない」（26.0％）を大き

く上回っている。

＜全体＞

＜参考：介護サービス種類別＞

○元気高齢者の雇用形態（複数選択可）

元気高齢者を雇用している事業所では、「非常勤雇用」の割合（71.9％）が「常勤雇用」（61.0％）をやや上

回っている。

＜元気高齢者を雇用している事業所＞

71.9%

26.0%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80%

元気高齢者を雇用している

雇用していない

無回答

構成比

(n=431)

(310事業所)

(112事業所)

61.0%

71.9%

9.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

常勤雇用

非常勤雇用

シルバー人材センター等からの派遣

その他

構成比

(n=310)

訪問
介護
(n=86)

訪問
入浴
介護
(n=2)

訪問
看護
(n=38)

訪問リ
ハビリ
テー
ション
(n=14)

通所
介護
(n=68)

通所リ
ハビリ
テー
ション
(n=17)

定期
巡回・
随時
対応
型訪
問介
護看
護
(n=4)

夜間
対応
型訪
問介
護
(n=0)

地域
密着
型通
所介
護
(n=31)

認知
症対
応型
通所
介護
(n=4)

小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=12)

看護
小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=4)

短期
入所
生活
介護
(n=6)

特定
施設
入居
者生
活介
護
(n=14)

認知
症対
応型
共同
生活
介護
（グ
ループ
ホー
ム）
(n=35)

地域
密着
型介
護老
人福
祉施
設入
所者
生活
介護
(n=1)

介護
老人
福祉
施設
(n=11)

介護
老人
保健
施設
(n=7)

介護
療養
型医
療施
設
(n=0)

介護
医療
院
(n=2)

居宅
介護
支援
事業
所
(n=72)

元気高齢者を雇用して
いる

87.2% 50.0% 39.5% 42.9% 82.4% 70.6% 75.0% - 80.6% 50.0% 83.3% 100.0% 83.3% 100.0% 88.6% 0.0% 100.0% 100.0% - 50.0% 41.7%

雇用していない 11.6% 50.0% 55.3% 57.1% 17.6% 29.4% 25.0% - 19.4% 50.0% 16.7% 0.0% 16.7% 0.0% 11.4% 100.0% 0.0% 0.0% - 50.0% 51.4%

無回答 1.2% 0.0% 5.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 6.9%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% - 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% - 100.0% 100.0%
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Q35. 従事している元気高齢者（６０歳以上）の業務内容を教えてください。（複数選択可）

元気高齢者を雇用している事業所では、「有資格者による業務」の割合は86.1％で最も高くなっている。こ

のほかの業務「調理用務（配膳、下膳等含む）」、「資格の要らない介護周辺業務（例 洗濯物たたみ、会話

の相手、身の回りのお世話）」の割合は3割以下となっている。

＜元気高齢者を雇用している事業所＞

Q36. 元気高齢者の雇用意向について教えてください。（ボランティア除く）（1つを選択）

全体では、「雇用意向がある」（「積極的に雇用したい」と「機会があれば雇用したい」の計）の割合は

81.0％となっており、「雇用の意向はない」（16.9％）を大きく上回っている。

＜全体＞

＜参考：介護サービス種類別＞

38.3%

42.7%

16.9%

2.1%

0% 20% 40% 60%

積極的に雇用したい

機会があれば雇用したい

雇用の意向はない

無回答

構成比

(n=431)

81.0%(165事業所)

(184事業所)

訪問
介護
(n=86)

訪問
入浴
介護
(n=2)

訪問
看護
(n=38)

訪問リ
ハビリ
テー
ション
(n=14)

通所
介護
(n=68)

通所リ
ハビリ
テー
ション
(n=17)

定期
巡回・
随時
対応
型訪
問介
護看
護
(n=4)

夜間
対応
型訪
問介
護
(n=0)

地域
密着
型通
所介
護
(n=31)

認知
症対
応型
通所
介護
(n=4)

小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=12)

看護
小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=4)

短期
入所
生活
介護
(n=6)

特定
施設
入居
者生
活介
護
(n=14)

認知
症対
応型
共同
生活
介護
（グ
ループ
ホー
ム）
(n=35)

地域
密着
型介
護老
人福
祉施
設入
所者
生活
介護
(n=1)

介護
老人
福祉
施設
(n=11)

介護
老人
保健
施設
(n=7)

介護
療養
型医
療施
設
(n=0)

介護
医療
院
(n=2)

居宅
介護
支援
事業
所
(n=72)

積極的に雇用したい 46.5% 0.0% 10.5% 7.1% 41.2% 35.3% 25.0% - 48.4% 25.0% 83.3% 50.0% 50.0% 35.7% 51.4% 0.0% 54.5% 57.1% - 50.0% 25.0%

機会があれば雇用した
い

50.0% 100.0% 55.3% 42.9% 45.6% 35.3% 50.0% - 45.2% 50.0% 8.3% 50.0% 33.3% 64.3% 40.0% 100.0% 36.4% 42.9% - 0.0% 29.2%

雇用の意向はない 3.5% 0.0% 34.2% 50.0% 11.8% 23.5% 25.0% - 6.5% 25.0% 8.3% 0.0% 16.7% 0.0% 8.6% 0.0% 9.1% 0.0% - 50.0% 37.5%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.5% 5.9% 0.0% - 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 8.3%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% - 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% - 100.0% 100.0%

86.1%

32.6%

30.3%

26.5%

19.0%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

有資格者による業務

調理用務（配膳、下膳等含む）

資格の要らない介護周辺業務（例 洗濯物たたみ、

会話の相手、身の回りのお世話）

清掃用務

運転業務

その他

構成比

(n=310)
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Q37. 元気高齢者を雇用する場合の勤務形態について教えてください。（複数選択可）

元気高齢者の雇用意向がある事業所では、「非常勤雇用」の割合が75.6％で最も高く、「常勤雇用」は

46.4％となっている。

＜元気高齢者の雇用意向がある事業所＞

Q38. 元気高齢者を雇用する場合の業務内容について教えてください。（複数選択可）

元気高齢者の雇用意向がある事業所では、「有資格者による業務」の割合が84.0％で最も高くとなってい

る。次に「資格の要らない介護周辺業務（例 洗濯物たたみ、会話の相手、身の回りのお世話）」が45.9％で、

他の業務は3割以下となっている。

＜元気高齢者の雇用意向がある事業所＞

Q39. 元気高齢者を雇用する上での課題について教えてください。（複数選択可）

全体では、「任せられる業務が限られる（例．体力面、判断力等）」（52.0％）と「健康面での不安がある」

（48.0％）の割合がそれぞれ約5割となっている。

＜全体＞

46.4%

75.6%

8.8%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80%

常勤雇用

非常勤雇用

シルバー人材センター等からの派遣

その他

構成比

(n=349)

84.0%

45.9%

31.8%

31.2%

23.8%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

有資格者による業務

資格の要らない介護周辺業務（例 洗濯物たたみ、

会話の相手、身の回りのお世話）

調理用務（配膳、下膳等含む）

清掃用務

運転業務

その他

構成比

(n=362)

52.0%

48.0%

37.6%

21.3%

2.8%

0% 20% 40% 60%

任せられる業務が限られる（例．体力面、判断力等）

健康面での不安がある

勤務する時間代の幅が限られる（例．早朝・深夜・

長時間の勤務が難しい）

該当なし

その他

構成比

(n=431)
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Q40. パートタイム労働者（６０歳未満）の雇用の現状について教えてください。（1つを選択）

全体では、「雇用している」の割合（59.9％）が、「雇用していない」（39.4％）を上回っている。

＜全体＞

＜参考：介護サービス種類別＞

Q41. パートタイム労働者のうち、どのような人を雇用しているか教えてください。（複数選択可）

パートタイム労働者を雇用している事業所では、「子育てを終えた世代」（72.5％）と「子育て世代」（70.9％）

が多数となっている。

＜パートタイム労働者を雇用している事業所＞

59.9%

39.4%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80%

雇用している

雇用していない

無回答

構成比

(n=431)

(258事業所)

(170事業所)

72.5%

70.9%

3.5%

9.3%

0% 20% 40% 60% 80%

子育てを終えた世代

子育て世代

学生

その他

構成比

(n=258)

訪問
介護
(n=86)

訪問
入浴
介護
(n=2)

訪問
看護
(n=38)

訪問リ
ハビリ
テー
ション
(n=14)

通所
介護
(n=68)

通所リ
ハビリ
テー
ション
(n=17)

定期
巡回・
随時
対応
型訪
問介
護看
護
(n=4)

夜間
対応
型訪
問介
護
(n=0)

地域
密着
型通
所介
護
(n=31)

認知
症対
応型
通所
介護
(n=4)

小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=12)

看護
小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=4)

短期
入所
生活
介護
(n=6)

特定
施設
入居
者生
活介
護
(n=14)

認知
症対
応型
共同
生活
介護
（グ
ループ
ホー
ム）
(n=35)

地域
密着
型介
護老
人福
祉施
設入
所者
生活
介護
(n=1)

介護
老人
福祉
施設
(n=11)

介護
老人
保健
施設
(n=7)

介護
療養
型医
療施
設
(n=0)

介護
医療
院
(n=2)

居宅
介護
支援
事業
所
(n=72)

雇用している 70.9% 50.0% 39.5% 21.4% 76.5% 64.7% 50.0% - 74.2% 75.0% 91.7% 50.0% 66.7% 100.0% 71.4% 100.0% 100.0% 100.0% - 50.0% 13.9%

雇用していない 29.1% 50.0% 60.5% 78.6% 23.5% 35.3% 50.0% - 25.8% 25.0% 8.3% 50.0% 33.3% 0.0% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% - 50.0% 83.3%

無回答 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 2.8%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% - 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% - 100.0% 100.0%
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Q42. 従事しているパートタイム労働者の業務内容を教えてください。（複数選択可）

パートタイム労働者を雇用している事業所では、パートタイム労働者の業務内容は「有資格者による業務」

が大多数（98.4％）となっている。次いで「資格の要らない介護周辺業務（例 洗濯物たたみ、会話の相手、

身の回りのお世話）」（34.5％）などが続いている。

＜パートタイム労働者を雇用している事業所＞

Q43. パートタイム労働者の雇用意向について教えてください。（1つを選択）

全体では、「雇用意向がある」（「積極的に雇用したい」と「機会があれば雇用したい」の計）の割合は

81.2％となっており、「雇用の意向はない」（16.2％）を大きく上回っている。

＜全体＞

Q44. パートタイム労働者を雇用する上での利点について教えてください。（複数選択可）

パートタイム労働者の雇用意向がある事業所では、「常勤雇用の職員の業務負担の軽減が図られる」の

割合（82.6％）が最も高くなっている。次いで「短時間の業務を任せられる」（53.7％）、「忙しい時間のみ人を

増やせる」（52.9％）などが続いている。

＜パートタイム労働者の雇用意向がある事業所＞

98.4%

34.5%

29.8%

25.6%

18.2%

5.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

有資格者による業務

資格の要らない介護周辺業務（例 洗濯物たたみ、

会話の相手、身の回りのお世話）

調理用務（配膳、下膳等含む）

清掃用務

運転業務

その他

構成比

(n=258)

42.7%

38.5%

16.2%

2.6%

0% 20% 40% 60%

積極的に雇用したい

機会があれば雇用したい

雇用の意向はない

無回答

構成比

(n=431)

81.2%(184事業所)

(166事業所)

82.6%

53.7%

52.9%

25.4%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常勤雇用の職員の業務負担の軽減が図られる

短時間の業務を任せられる

忙しい時間のみ人を増やせる

軽微な業務を任せられる

その他

構成比

(n=350)
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Q45. パートタイム労働者を雇用する上での課題について教えてください。（複数選択可）

パートタイム労働者の雇用意向がある事業所では、「勤務する時間帯の幅が限られる（例：早朝、深夜の

勤務が難しい）」の割合が65.7％で最も高くなっている。次いで「急に休みを取ることがある」（55.1％）などが

続いている。

＜パートタイム労働者の雇用意向がある事業所＞

Q46. 外国人労働者の雇用の現状について教えてください。（複数選択可）

全体では、「雇用していない」の割合（89.3％）が最も高くなっている。

施設・居住系サービスでみると、「雇用していない」の割合（86.8％）が最も高くなっている。その中で、「特

定技能１号」は7.9％となっている。

＜全体＞

＜施設・居住系サービス＞

65.7%

55.1%

47.7%

41.4%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80%

勤務する時間帯の幅が限られる

（例：早朝、深夜の勤務が難しい）

急に休みを取ることがある

緊急的な残業の対応が難しい

ライフステージの変化に応じて離職してしまう

その他

構成比

(n=350)

0.9%

2.1%

0.0%

0.7%

3.2%

89.3%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ＥＰＡ（経済連携協定）による受入

技能実習生

日系人

留学生

特定技能１号

雇用していない

その他

構成比

(n=431)

0.0%

3.9%

0.0%

1.3%

7.9%

86.8%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ＥＰＡ（経済連携協定）による受入

技能実習生

日系人

留学生

特定技能１号

雇用していない

その他

施設・居住系サービス

(n=76)
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＜参考：介護サービス種類別＞

Q47. 外国人労働者の雇用意向について教えてください。（1つを選択）

全体では、「雇用意向がある」（「積極的に雇用したい」と「機会があれば雇用したい」の計：以下同じ）の割

合は38.1％となっており、「雇用の意向はない」（59.9％）を下回っている。

施設・居住系サービスでみると、「雇用意向がある」は44.7％となっている。

＜全体＞

＜施設・居住系サービス＞

訪問
介護
(n=86)

訪問
入浴
介護
(n=2)

訪問
看護
(n=38)

訪問リ
ハビリ
テー
ション
(n=14)

通所
介護
(n=68)

通所リ
ハビリ
テー
ション
(n=17)

定期
巡回・
随時
対応
型訪
問介
護看
護
(n=4)

夜間
対応
型訪
問介
護
(n=0)

地域
密着
型通
所介
護
(n=31)

認知
症対
応型
通所
介護
(n=4)

小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=12)

看護
小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=4)

短期
入所
生活
介護
(n=6)

特定
施設
入居
者生
活介
護
(n=14)

認知
症対
応型
共同
生活
介護
（グ
ループ
ホー
ム）
(n=35)

地域
密着
型介
護老
人福
祉施
設入
所者
生活
介護
(n=1)

介護
老人
福祉
施設
(n=11)

介護
老人
保健
施設
(n=7)

介護
療養
型医
療施
設
(n=0)

介護
医療
院
(n=2)

居宅
介護
支援
事業
所
(n=72)

ＥＰＡ（経済連携協定）
による受入

0.0% 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 5.9% 0.0% - 3.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 0.0%

技能実習生 2.3% 0.0% 2.6% 0.0% 4.4% 0.0% 0.0% - 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% - 50.0% 0.0%

日系人 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 0.0%

留学生 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.5% 0.0% 0.0% - 0.0% 0.0% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% - 0.0% 0.0%

特定技能１号 3.5% 0.0% 2.6% 0.0% 5.9% 0.0% 0.0% - 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 21.4% 2.9% 0.0% 9.1% 14.3% - 0.0% 0.0%

雇用していない 93.0% 50.0% 89.5% 85.7% 88.2% 94.1% 100.0% - 90.3% 100.0% 91.7% 100.0% 100.0% 78.6% 94.3% 100.0% 72.7% 85.7% - 50.0% 88.9%

その他 3.5% 0.0% 2.6% 7.1% 2.9% 0.0% 0.0% - 6.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.9% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 1.4%

17.1%

27.6%

53.9%

1.3%

0% 20% 40% 60%

積極的に雇用したい

機会があれば雇用したい

雇用の意向はない

無回答

施設・居住系サービス

(n=76)44.7%

8.4%

29.7%

59.9%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80%

積極的に雇用したい

機会があれば雇用したい

雇用の意向はない

無回答

構成比

(n=431)

38.1%(36事業所)

(128事業所)
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＜参考：介護サービス種類別＞

Q48. 外国人労働者を雇用する場合の受入方法を教えてください。（複数選択可）

外国人労働者の雇用意向がある事業所では、「技能実習生」の割合が50.0％で最も高くなっている。次い

で「ＥＰＡ（経済連携協定）による受入」（30.5％）、「特定技能１号」（29.3％）などが続いている。

＜外国人労働者の雇用意向がある事業所＞

Q49. 外国人労働者を雇用する上での課題について教えてください。（複数選択可）

外国人労働者の雇用意向がある事業所では、「利用者・職員等との会話等における意思疎通に支障があ

る」の割合が67.1％で最も高くなっている。次いで「日本語文章力・読解力の不足等により介護記録の作成

に支障がある」（64.6％）、「人件費以外に様々なコストがかかる」（55.5％）、「受入れ方法や雇用の仕方が分

からない」（54.3％）などが続いている。

＜外国人労働者の雇用意向がある事業所＞

50.0%

30.5%

29.3%

13.4%

12.8%

11.0%

0% 20% 40% 60%

技能実習生

ＥＰＡ（経済連携協定）による受入

特定技能１号

日系人

留学生

その他

構成比

(n=164)

67.1%

64.6%

55.5%

54.3%

46.3%

43.3%

7.9%

0% 20% 40% 60% 80%

利用者・職員等との会話等における意思疎通に支障がある

日本語文章力・読解力の不足等により介護記録の作成に支障がある

人件費以外に様々なコストがかかる

受入れ方法や雇用の仕方が分からない

長期的な雇用につながりにくい

生活・習慣等の違いにより日常業務に支障がある

その他

構成比

(n=164)

訪問
介護
(n=86)

訪問
入浴
介護
(n=2)

訪問
看護
(n=38)

訪問リ
ハビリ
テー
ション
(n=14)

通所
介護
(n=68)

通所リ
ハビリ
テー
ション
(n=17)

定期
巡回・
随時
対応
型訪
問介
護看
護
(n=4)

夜間
対応
型訪
問介
護
(n=0)

地域
密着
型通
所介
護
(n=31)

認知
症対
応型
通所
介護
(n=4)

小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=12)

看護
小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=4)

短期
入所
生活
介護
(n=6)

特定
施設
入居
者生
活介
護
(n=14)

認知
症対
応型
共同
生活
介護
（グ
ループ
ホー
ム）
(n=35)

地域
密着
型介
護老
人福
祉施
設入
所者
生活
介護
(n=1)

介護
老人
福祉
施設
(n=11)

介護
老人
保健
施設
(n=7)

介護
療養
型医
療施
設
(n=0)

介護
医療
院
(n=2)

居宅
介護
支援
事業
所
(n=72)

積極的に雇用したい 9.3% 0.0% 2.6% 0.0% 13.2% 5.9% 25.0% - 3.2% 0.0% 8.3% 0.0% 0.0% 14.3% 14.3% 0.0% 27.3% 14.3% - 100.0% 1.4%

機会があれば雇用した
い

33.7% 50.0% 15.8% 14.3% 45.6% 35.3% 25.0% - 45.2% 50.0% 50.0% 50.0% 16.7% 35.7% 31.4% 100.0% 9.1% 28.6% - 0.0% 6.9%

雇用の意向はない 57.0% 0.0% 78.9% 85.7% 41.2% 58.8% 50.0% - 51.6% 50.0% 41.7% 50.0% 83.3% 50.0% 54.3% 0.0% 63.6% 42.9% - 0.0% 84.7%

無回答 0.0% 50.0% 2.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% - 0.0% 6.9%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% - 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% - 100.0% 100.0%
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Q50. ボランティア人材として現状でどのような人を活用しているか教えてください。（複数選択可）

また、それぞれについて、その人数も教えてください。

全体では、「活用していない」の割合が85.6％でほとんどとなっている。このような中でボランティア人材は、

市の事業（シニア応援ボランティア事業）が他の人材を上回っている。

※人数は省略

＜全体＞

Q51. ボランティア人材の活用意向について教えてください。（1つを選択）

全体では、「雇用意向がある」（「積極的に雇用したい」と「機会があれば雇用したい」の計）の割合は

54.3％となっており、「雇用の意向はない」（42.5％）をやや上回っている。

＜全体＞

4.6%

3.2%

1.4%

0.9%

0.7%

85.6%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

シニア応援ボランティア事業【市の事業】

シニア応援ボランティア事業【市の事業】以外の６０歳以上

子育てを終えた世代（６０歳未満）

学生

子育て世代

活用していない

その他

構成比

(n=431)

12.5%

41.8%

42.5%

3.2%

0% 20% 40% 60%

積極的に活用したい

機会があれば活用したい

活用の意向はない

無回答

構成比

(n=431)

54.3%(54事業所)

(180事業所)
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Q52. ボランティア人材を活用する場合の業務内容を教えてください。（複数選択可）

※ボランティア人材の活用意向がある事業所

全体では、「資格の要らない介護周辺業務（例 洗濯物たたみ、会話の相手、身の回りのお世話）」の割

合が73.1％で最も高くなっており、次いで「清掃用務」（41.9％）などが続いている。

高齢者のボランティア人材を活用している事業所でみると、「資格の要らない介護周辺業務（例 洗濯物

たたみ、会話の相手、身の回りのお世話）」の割合が82.4％となっている。

＜全体＞

＜高齢者のボランティア人材を活用している事業所＞

73.1%

41.9%

25.2%

24.4%

12.4%

6.0%

0% 20% 40% 60% 80%

資格の要らない介護周辺業務（例 洗濯物たたみ、

会話の相手、身の回りのお世話）

清掃用務

有資格者による業務

調理用務（配膳、下膳等含む）

運転業務

その他

構成比

(n=234)

82.4%

47.1%

23.5%

5.9%

2.9%

8.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

資格の要らない介護周辺業務（例 洗濯物たたみ、

会話の相手、身の回りのお世話）

清掃用務

調理用務（配膳、下膳等含む）

有資格者による業務

運転業務

その他

高齢者のボランティア人材を

活用している

(n=34)



37

Q53. ボランティア人材を活用する上での利点について教えてください。（複数選択可）

ボランティア人材の活用意向がある事業所では、「費用の負担が少ない」の割合（34.1％）が最も高いが、

他の2項目と大きな違いはない。

＜ボランティア人材の活用意向がある事業所＞

Q54. ボランティア人材を活用する上での課題について教えてください。（複数選択可）

ボランティア人材の活用意向がある事業所では、「任せられる業務が限られる」の割合（30.2％）が最も高

くなっている。

＜ボランティア人材の活用意向がある事業所＞

Q55. 高校生や求職者等の職場体験について、受入は可能ですか。（1つを選択）

全体では、「受入可」の割合が66.1％となっており、「受入不可」（32.7％）を大きく上回っている。（「受入可」

の割合が「受入不可」の約2倍となっている。）

＜全体＞

34.1%

32.3%

27.4%

1.2%

0% 20% 40%

費用の負担が少ない

職員が専門業務に集中できる

忙しい時間のみ人を増やせる

その他
構成比

(n=234)

30.2%

27.4%

14.4%

2.6%

0% 20% 40%

任せられる業務が限られる

ボランティアとして参加する人が集まらない

ボランティアの受入れに対応する余力がない

その他

構成比

(n=234)

66.1%

32.7%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80%

受入可

受入不可

無回答

構成比

(n=431)
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Q56. 実習やインターンの受入は可能ですか。（1つを選択）

全体では、「受入可」の割合が64.7％となっており、「受入不可」（33.2％）を大きく上回っている。

＜全体＞

Q57.人材の確保及び定着を図るうえで必要だと思うことは何ですか。（国や宮崎市への要望、事

業者が行う必要があると感じること等）（複数選択可）

全体では、「補助金の充実」の割合（75.9％）が最も高くなっている。

＜全体＞

Q58. 人材の確保について、行政に取り組んでほしいことはなんですか。

※「Ⅲ 自由記述」に記載。

Q59. 介護予防支援および介護予防ケアマネジメント（地域包括支援センターからの委託）の報酬

単価について、どのように感じていますか。（1つを選択）

居宅介護支援事業所では、「低い」の割合（91.7％）がほとんどとなっている。

＜居宅介護支援事業所＞

64.7%

33.2%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80%

受入可

受入不可

無回答

構成比

(n=431)

75.9%

43.9%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80%

補助金の充実

能力向上等の研修会の開催

その他
構成比

(n=431)

0.0%

91.7%

1.4%

2.8%

2.8%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高い

低い

現状でよい

該当なし

その他

無回答

構成比

(n=72)
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Q60. 介護予防支援および介護予防ケアマネジメントの受託について今後の意向はどのように考

えていますか。（1つを選択）

居宅介護支援事業所では、「意向あり」の割合が55.6％となっており、「意向なし」（25.0％）を上回ってい

る。

＜居宅介護支援事業所＞

Q61. 介護保険以外のサービスで、このようなサービスがあれば活用したいと思うものはあります

か。（1つを選択）

ある場合、その対象者とサービスの内容等を記入してください。

居宅介護支援事業所では、「活用したいと思うものがある」事業所は31.9％となっており、「該当なし」を大

きく下回っている。

※対象者とサービスの内容は省略（自由記述）

＜居宅介護支援事業所＞

55.6%

25.0%

6.9%

11.1%

1.4%

0% 20% 40% 60%

意向あり

意向なし

該当なし

その他

無回答

構成比

(n=72)

31.9%

66.7%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80%

活用したいと思うものがある

該当なし

無回答
構成比

(n=72)
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Q62. 本市の訪問介護において、生活援助のみの支援に当たる人材として「家事援助スタッフ」を

養成していますが、活用したいと思いますか。（1つを選択）

全体では、「事業が該当しない」の割合（58.0％）が最も高くなっている。「活用」は1割以下であるが、その

中で「自事業所で登録・派遣を行いたい」の割合（9.3％）が最も高くなっている。

＜全体＞

Q63. 社会保障審議会の中で、在宅サービスの基盤整備において、複数の在宅サービスを組み

合わせて提供する複合型サービスの検討や機能が類似・重複しているサービスの統合・整理に向

けた検討等が議論されています。このことについてご意見があれば記入してください。

※「Ⅲ 自由記述」に記載。

Q64. 宮崎市民長寿支援プラン(高齢者福祉計画・介護保険事業計画)を読んだこと、閲覧したこと

がありますか。（1つを選択）

全体では、「閲覧したことがある」の割合（51.3％）と「閲覧したことがない」（48.0％）はほぼ同程度となって

いる。

＜全体＞

9.3%

4.2%

2.3%

8.6%

58.0%

2.3%

15.3%

0% 20% 40% 60% 80%

自事業所で登録・派遣を行いたい

登録・派遣を別事業所で行ってほしい（利用者を移行）

活用したいができない

活用意向なし

事業が該当しない

その他

無回答

構成比

(n=431)

51.3%

48.0%

0.7%

0% 20% 40% 60%

閲覧したことがある

閲覧したことがない

無回答
構成比

(n=431)
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Q65. 在宅医療と介護の連携に関係する困りごとの相談窓口である宮崎市郡医師会地域包括ケ

ア推進センターを知っていますか。（1つを選択）

全体では、「知っている」の割合は61.7％となっており、「知らない」（37.1％）を大きく上回っている。

＜全体＞

Q66. 要介護認定者数が増加し、サービス給付費の増加傾向が続いています。このまま増加する

と我々の介護保険料を増額せざるを得なくなりますが、保険者(市)にどのような対策が重要と考え

ますか。

※「Ⅲ 自由記述」に記載。

61.7%

37.1%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80%

知っている

知らない

無回答
構成比

(n=431)
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Q67. 地域貢献の一環として、空いている車輛を高齢者の移動支援に利活用させることは可能で

すか。（1つを選択）

全体では、「対応可」の割合は19.5％で、「対応不可」（77.5％）を大きく下回っている。

＜全体＞

＜参考：介護サービス種類別＞

Q68. 地域貢献の一環として、施設の空きスペースを高齢者等の通い場として提供することは可

能ですか。（1つを選択）

全体では、「提供可」の割合は25.1％となっており、「提供不可」（70.1％）を大きく下回っている。

＜全体＞

19.5%

77.5%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

対応可

対応不可

無回答
構成比

(n=431)

25.1%

70.1%

4.9%

0% 20% 40% 60% 80%

提供可

提供不可

無回答
構成比

(n=431)

訪問
介護
(n=86)

訪問
入浴
介護
(n=2)

訪問
看護
(n=38)

訪問リ
ハビリ
テー
ション
(n=14)

通所
介護
(n=68)

通所リ
ハビリ
テー
ション
(n=17)

定期
巡回・
随時
対応
型訪
問介
護看
護
(n=4)

夜間
対応
型訪
問介
護
(n=0)

地域
密着
型通
所介
護
(n=31)

認知
症対
応型
通所
介護
(n=4)

小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=12)

看護
小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=4)

短期
入所
生活
介護
(n=6)

特定
施設
入居
者生
活介
護
(n=14)

認知
症対
応型
共同
生活
介護
（グ
ループ
ホー
ム）
(n=35)

地域
密着
型介
護老
人福
祉施
設入
所者
生活
介護
(n=1)

介護
老人
福祉
施設
(n=11)

介護
老人
保健
施設
(n=7)

介護
療養
型医
療施
設
(n=0)

介護
医療
院
(n=2)

居宅
介護
支援
事業
所
(n=72)

対応可 18.6% 0.0% 15.8% 21.4% 23.5% 23.5% 25.0% - 16.1% 25.0% 33.3% 25.0% 0.0% 28.6% 22.9% 0.0% 27.3% 42.9% - 0.0% 9.7%

対応不可 79.1% 100.0% 73.7% 71.4% 76.5% 76.5% 75.0% - 83.9% 75.0% 66.7% 75.0% 100.0% 71.4% 77.1% 100.0% 72.7% 57.1% - 100.0% 83.3%

無回答 2.3% 0.0% 10.5% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 6.9%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% - 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% - 100.0% 100.0%
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＜参考：介護サービス種類別＞

Q69. 介護保険制度に対する要望、ご意見等を自由にご記入ください。

※「Ⅲ 自由記述」に記載。

訪問
介護
(n=86)

訪問
入浴
介護
(n=2)

訪問
看護
(n=38)

訪問リ
ハビリ
テー
ション
(n=14)

通所
介護
(n=68)

通所リ
ハビリ
テー
ション
(n=17)

定期
巡回・
随時
対応
型訪
問介
護看
護
(n=4)

夜間
対応
型訪
問介
護
(n=0)

地域
密着
型通
所介
護
(n=31)

認知
症対
応型
通所
介護
(n=4)

小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=12)

看護
小規
模多
機能
型居
宅介
護
(n=4)

短期
入所
生活
介護
(n=6)

特定
施設
入居
者生
活介
護
(n=14)

認知
症対
応型
共同
生活
介護
（グ
ループ
ホー
ム）
(n=35)

地域
密着
型介
護老
人福
祉施
設入
所者
生活
介護
(n=1)

介護
老人
福祉
施設
(n=11)

介護
老人
保健
施設
(n=7)

介護
療養
型医
療施
設
(n=0)

介護
医療
院
(n=2)

居宅
介護
支援
事業
所
(n=72)

対応可 18.6% 0.0% 2.6% 28.6% 30.9% 23.5% 25.0% - 25.8% 25.0% 41.7% 75.0% 33.3% 28.6% 40.0% 0.0% 54.5% 42.9% - 0.0% 18.1%

対応不可 76.7% 100.0% 81.6% 71.4% 67.6% 76.5% 50.0% - 74.2% 75.0% 58.3% 25.0% 66.7% 71.4% 54.3% 100.0% 45.5% 57.1% - 100.0% 73.6%

無回答 4.7% 0.0% 15.8% 0.0% 1.5% 0.0% 25.0% - 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.7% 0.0% 0.0% 0.0% - 0.0% 8.3%

合計 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% - 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% - 100.0% 100.0%


